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あらまし：多読学習は英語学習法の一つである．多読学習は数万語といった膨大な量の英文を読む方法

であり，特に言語習熟度の低い読み手に大きな負担がかかる．そこで，そうした負担を軽減するために、

文章量を大幅に減らし，挿絵を加えることによって，英文を読む抵抗感を減じる新しい多読学習のスタ

イルを提唱する．その効果を言語習熟度別に脳活性状態と心理状態の二つの視点から検証していく． 
     キーワード：多読学習，光トポグラフィー，額脈波装置，唾液アミラーゼモニター，POMS 
 

1. はじめに 
 近年，英語学習において，多読が注目されている．

多読学習にはいくつかの条件がある．たとえば， 
１）辞書を引かずに読み進めていける教材を選ぶ  
２）自分の好きな題材だけを選択してもよい  
３）１年間で 100 万語が目安とする  
などである(1)．しかし，英語学習が苦手な学習者に

とっては，これらの条件を満たす以前に，そもそも

膨大な量の英文を読もうという考えに至らない可能

性がある． 
そこで，この考えを取り払う為に，文章量を大幅

に減量し，挿絵を加えた，新しい多読教材を提案し，

その効果を検証する 
検証方法として，学習者の理解度，脳活性状態，

心理状態を測定する．これまでの脳機能に関する研

究により，言語学習の初歩の段階では，右脳の機能

が働いているが，言語的スキルが身に付くに従い，

左脳の機能が活性化されることが明らかとなってい

る(2)．  
 
2. 本研究の仮説 
１）言語習熟度の低い学習者は，挿絵ありの英語多

読教材を読んだときに，挿絵なしの教材と比較して，

左脳の脳血流量が右脳よりも増加する． 
２）多読教材に内容を示唆する挿絵を入れることで

多読学習への抵抗感が減ずる．  
 

3. 本研究の実験内容 
3.1 実験装置および心理測定法 
・脳血流量測定装置：前頭前野右左脳の血中ヘモグロ

ビンの量的変化の相対値を計測 
・額脈波装置：自律神経評価指標 LF/HF 計測 
（今回の実験では脳血流測定装置と額脈派装置を組

み合わせたものを用いた） 
・唾液アミラーゼモニター：ストレス値の推定(3) 
・Profile of Mood States (POMS 日本語版)：30 項目か

らなる検査時点での気分を評価する質問紙法であり，

「緊張・ 不安」「抑うつ・落ち込み」「怒り・敵意」

「活気」「疲労」「混乱」の 6 種の気分尺度を評価． 
3.2 実験協力者 

実験協力者は計 7 人であり，英語検定 3 級のリー

ディング問題の一部の結果を考慮して，言語習熟度

の高い実験協力者（4 人），言語習熟度の低い被験者

（3 人）の 2 群に分けた． 
3.3 実験手順 

次に示す手順で示す実験を 1 セットとして，7 名

の実験協力者に 2 セットの実験を行った．セットの

間に 1 週間の時間を取り，多読教材(4),(5)の学習義務

を課した． 
手順 

１． 安静（1 分間） 
（心身の安静状態の確保のため，実験協力者に星印

のプリントを 1 分間見続けてもらう．これは他の安

静時でも同じである．） 
２． 英語検定３級の英文黙読（3 分） 
３． 英文の内容に関する設問に回答（3 分） 
４． インタビュー 
５． 安静（1 分間） 
６． 英語検定２級の英文黙読（3 分） 
７． 内容に関する設問に回答（3 分） 
８． インタビュー 
（５～８までのタスクは言語習熟度の高い実験協力

者群のみに実施） 
９． 安静（１分間） 
１０．多読教材黙読（1.5 分） 
１１．インタビュー 
１２．多読教材黙読（1.5 分） 
１３．インタビュー 
（タスク１０とタスク１２においては，挿絵あり・

挿絵なしどちらかの教材を実験協力者ごとに交互に

提示することで，順序効果を排除した． 
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図 1 多読学習後の脳血流量変化，脈拍，LF/HF 
 

4. 実験結果 
多読学習後の脳血流量変化および脈波、自律神経機

能評価指標の結果を図 1 に示す．学習負荷が課され

るたびに脈拍数が上昇する．多読教材の挿絵有無の

観点で整理した結果を表 1，2 に示す． 挿絵ありと

挿絵なしの多読教材のデータは，実験協力者ごとに

多読前と後の 2 件のデータがあり，実験協力者は 7
人いるので，計 14 件のデータがある．ただし，実験

途中でノイズが入り，正確に測定することができな

かったと考えられるデータは除外した．また，表 1
の左右の脳血流量の優位とは，脳血流量の多い場合

を表す． 
 また，1 週間のトレーニングを経て，挿絵ありの

左脳の脳血流量が上がるケースが 2 件から 4 件に増

え，挿絵なしの左脳の脳血流量が上がるケースは 2
件から 2 件と変化はみられなかった． 
・心理的要因から整理した結果を表 3 に示す． 
 

表 1 左右の脳血流量の優位 

 
 
表 2 挿絵ありの多読教材時の左脳血流量の変化 

 

表 3 挿絵有無の唾液アミラーゼモニター値増減数 

 
  
5. 結論 
以上の結果から，挿絵がある英語多読教材を読ん

だ方が，左脳の脳血流値を上昇させていることに繋

がっていると考えることができる．つまり，実験協

力者全体的に習熟度が上がったことが推測される．

これはインタビューの結果と一致する．しかし，実

験例が少数のため実験仮説を証明するには至らなか

った． 
 さらに，挿絵があることにより，大幅な効果はみ

られなかったにしろ，実験協力者のインタビューで

は「挿絵がある教材の方が文章を読まなくてもおお

よそのことは想像することができるので気軽に読む

ことができた．」との回答が得られ，英語の文章を読

む，ということに対する敷居は低くなっていること

が示された． 
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英語習熟度 左脳血流量優位 右脳血流量優位 

下位群 2 件(18.2%) 2 件(18.2%) 

上位群 4 件(36.4%) 3 件(27.3%) 

合計 6 件（54.5%) 5 件(45.5%) 

英語習熟度  上昇 横ばい 下降 
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英語習熟度  減少 上昇 

下位群 2 件(18.2%) 2 件(18.2%) 

上位群 4 件(36.4%) 3 件(27.3%) 

合計 6 件(54.5%) 5 件(45.5%) 
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